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酒田市教育委員会の主要施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級会の時間に、自分達が決めた「もっとなかよくなろう会をしよう」 

という議題で、色々な意見を出し合い真剣に話し合いをしました。 

 

 

 



〇第２期酒田市教育振興基本計画成果指標

基本方針Ⅰ　「いのち」の大切さを学ぶ教育を推進する

主要施策１　「いのちの教育」の推進

施策（１）自尊感情・自己有用感を育む教育の推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）

小6：77.9％ 小6：78.7％ 小6：80％ 小6：83％

中3：70.7％ 中3：74.4％ 中3：75％ 中3：78％

施策（２）防災教育・安全教育の推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)
学校管理下における事故
災害で負傷する児童生徒
の割合

9.9%
9.6%

（延べ人数）
8.0％未満

KPI 現状値(R1) 中間値(R5） 指標値(R6)(R11)

小：75 ％ 小：100 ％

中：75 ％ 中：100 ％

小：75 ％ 小：100 ％

中：75 ％ 中：100 ％

主要施策２　他者に共感する力と規範意識の育成

施策（１）生徒指導の充実

KPI 現状値(R1) 中間値（R4） 指標値 
※２

(R6) 指標値 
※３

(R11)

小 61.7 ％ 小：58.9％ 小中ともに 小中ともに

中 61.8 ％ 中：59.7％ 80 ％以上 70 ％以上

施策（４）いじめ防止に向けた取組みの推進

KPI 現状値(R1) 中間値（R4） 指標値 
※1

(R6) 指標値 
※2

(R11)

小 61.7 ％ 小：58.9％ 小中ともに 小中ともに

中 61.8 ％ 中：59.7％ 80 ％以上 70 ％以上

KPI 現状値(R1) 中間値(R4） 指標値(R6)(R11)

小：80.1 ％ 小：89.0 ％ 小中ともに

中：84.7 ％ 中：85.8 ％ 100%に近づける

施策（５）学校の相談支援体制の充実

KPI 現状値(R1) 中間値(R4) 指標値(R6) 指標値(R11)
スクールソーシャルワー

カー※１の人数
１人 ２人 ３人 ４人

※１　スクールソーシャルワーカー：児童生徒が抱える問題を、学校内あるいは学校の枠を越えて、関係機関との連携による
など多様な支援方法を用いて課題解決を行う職員。

自分にはよいところが
あると思う児童生徒の
割合

Q－Uアンケートにおける
「学級満足群」の割合
（再掲）

※１　Q－Uアンケート：
人間関係や集団の状態を把握するためのアンケート。Q-Uは「Questionnaire-Utilities」の略
※２　前期計画策定時に設定
※３　後期計画策定時に再設定

災害時の集合場所を決
めている児童生徒の割
合

－

学区内のハザードマッ
プ活用割合

－

Q－Uアンケート※1にお
ける「学級満足群」の
割合

いじめの認知件数に占め
る、いじめが解消してい
るものの割合

※１　前期計画策定時に設定
※２　後期計画策定時に再設定



主要施策３　豊かな心の育成

施策（１）学校における体験学習と交流体験の推進

KPI 現状値(R1) 中間値(R4) 指標値(R6) 指標値（R11)
「自然体験学習」参加児
童満足度 96% 99% 100% 100%

主要施策４　健やかな体の育成

施策（１）健康教育の推進

KPI 現状値(R1) 中間値(R4) 指標値(R6) 指標値（R11)

小６：97.0％ 小６：94.5％ 小６：95％ 小６：100％

中３：93.3％ 中３：92.9％ 中３：95％ 中３：100％

小６：81.4％ 小６：82.5％ 小６：85％ 小６：90％

中３：78.1％ 中３：83.5％ 中３：85％ 中３：90％

小６：93.0％ 小６：91.4％ 小６：93％ 小６：95％

中３：92.7％ 中３：93.3％ 中３：95％ 中３：95％

施策（２）基礎的運動能力の向上

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)

小５男子 : 94.2 ％ 小５男子 : 96.0 ％ 小５男子 : 95 ％

小５女子 : 91.5 ％ 小５女子 : 90.7 ％ 小５女子 : 95 ％

中２男子 : 88.7 ％ 中２男子 : 92.6 ％ 中２男子 : 90 ％

中２女子 : 83.3 ％ 中２女子 : 79.6 ％ 中２女子 : 90 ％

小５男子 : 9.58 秒 小５男子 : 9.68 秒

小５女子 : 9.70 秒 小５女子 : 9.52 秒

中２男子 : 8.05 秒 中２男子 : 8.10 秒

中２女子 : 8.72 秒 中２女子 : 8.92 秒

施策（３）食育の推進

KPI 現状値(H30) 　中間値（R4） 　指標値（R11）
栄養教諭等の巡回指導
回数

８０回 ８８回 増加させる

小学校 75％ 小学校 76％

中学校 72％ 中学校 72％

施策（４）安全・安心な学校給食の提供

KPI 現状値(R5) 指標値(R6) 指標値（R11)
小学校給食における単独
校調理場の学校数 小学校21校中20校 小学校21校中20校 小学校全校

基本方針Ⅱ　豊かな心と健やかな体を育成する

その年度の全国平均
以上

増加させる

運動をすることが好
きな児童生徒の割合

朝食を毎日食べている

毎日、同じくらいの時
刻に寝ている

毎日、同じくらいの時
刻に起きている

50ｍ走の平均タイム

地元産食材の利用率



基本方針Ⅲ　社会の変化を先取りし、未来をつくる力を育成する

主要施策５　確かな学力の育成

施策（１）小中一貫教育の推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）
※１

小６：77.9％ 小６：78.7％ 小６：80％ 小６：83％

中３：70.7％ 中３：74.4％ 中３：75％ 中３：78％

小６：86.1％ 小６：83.7％ 小６：88％ 小６：90％

中３：67.3％ 中３：65.3％ 中３：70％ 中３：72％

小６：74.5％ 小６：72.8％ 小６：76％ 小６：80％※２

中３：64.1％ 中３：74.2％ 中３：75％ 中３：80％

５科目中 ５科目中

１科目 0科目
　　　　　　　　※３ 　　　　　　　　※４

小６国語 : 73.8 ％ 小６国語：70.1 ％ 小６国語：80 ％以上 小６国語：75 ％以上

小６算数 : 60.8 ％ 小６算数：59.5 ％ 小６算数：80 ％以上 小６算数：64 ％以上

中３国語 : 54.7 ％ 中３国語 : 60.6 ％ 中３国語：80 ％以上 中３国語：65 ％以上

中３数学 : 60.4 ％ 中３数学 : 63.1 ％ 中３数学：80 ％以上 中３数学：67 ％以上

主要施策６　変化を先取りし、社会で自立できる力の育成

施策（１）情報活用能力の育成とICT環境の充実

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)
学校におけるICT環境の
整備（学校における無線
LAN整備率）

2.7% 100% 100%

小：81.1 ％ 小：81.6 ％ 小：90 ％

中：61.5 ％ 中：62.2 ％ 中：80 ％

施策（２）外国語教育の充実

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)
小５： 数値なし 小５ : 77 ％以上 小５ : 80 ％以上

小６： 数値なし 小６ : 77 ％以上 小６ : 80 ％以上

(H26 全国 70.9 ％)

中１： 数値なし 中１ : 64 ％以上 中１ : 60 ％以上

中２： 数値なし 中２ : 53 ％以上 中２ : 60 ％以上

中３： 47.1 ％ 中３ : 59 ％以上 中３ : 60 ％以上

CEFR※１ A１レベル相当
以上の英語力を取得また
は有すると思われる中学
生の割合

29.7% 38% 50%

CEFR B２レベル相当の英
語力のある英語担当教員
の割合

18.5% 20% 50%

※１　ICT機器：情報を集めたり、発信したりするための機器（例えば、パソコン、電子黒板など）

※１　CEFR：外国語を学習している人の言語運用能力を客観的に示すための国際標準規格。A１，A２，B１，B２，C１，C２の
６段階に分けられている。

「英語が好き」という
児童生徒の割合

将来の夢や目標を持っ
ている児童生徒の割合

国語、算数・数学の勉
強が「好き」な児童生
徒の割合

人の役に立つ人間にな
りたいと思っている児
童生徒の割合

自分にはよいところが
あると思う児童生徒の
割合（再掲）

※１　全国学力・学習状況調査による全国平均値を上回る指標値に設定
※２　全国学力・学習状況調査による全国平均値に近づけるよう指標値設定
※３　前期計画策定時に設定
※４　後期計画策定時に再設定

ICT機器※1を活用できる
教員の割合
 ・授業にICTを活用する能力

 ・児童生徒のICT活用を指導
 　する能力

全国学力・学習状況調
査で正答率が全国平均
以上の科目数

全科目 全科目



主要施策７　勤労観・職業観の育成

施策（１）キャリア教育の充実

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）

小６：86.1％ 小６：83.7％ 小６：88％ 小６：90％

中３：67.3％ 中３：65.3％ 中３：70％ 中３：72％

小６：81.7％ 小６：71.7％ 小６：86％ 小６：88％

中３：69.5％ 中３：68.2％ 中３：74％ 中３：76％

基本方針Ⅳ　共生社会の実現に向けた教育を推進する
主要施策８　全ての児童生徒の可能性を引き出す教育の充実

施策（１）多様な教育ニーズへの対応と社会的包摂の推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R5） 指標値(R6)(R11)

小６：85.2 % 小６：84.1 % 小６：90 %

中３：78.5％ 中３：81.6％ 中３：85％

小６：89.6 % 小６：95％

中３：90.7％ 中３：95％

施策（２）切れ目のない支援等に向けた関係機関との連携

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)

通級： 調査なし 通級：98.1 % 通級：100 %

特支： 調査なし 特支：98.6 % 特支：100 %

施策（３）特別支援教育支援体制の充実

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)

通級： 調査なし 通級：98.1 % 通級：100 %

特支： 調査なし 特支：98.6 % 特支：100 %

基本方針Ⅴ　安全・安心で快適な教育環境づくりを推進する
主要施策９　学校教育環境の整備推進

施策（１）学校施設の整備推進

KPI 現状値(R1) 中間値(R5) 指標値（R11）

小：14.3 ％ 小：100 ％

中：14.3 ％ 中：100 ％
－

将来の夢や目標を持っ
ている児童生徒の割合
（再掲）

難しいことでも失敗を
おそれないで挑戦する
児童生徒の割合

特別な支援を要する児童
生徒に対する「個別の教
育支援計画」の作成率
（通級による指導、特別支援学級）

特別教室の空調整備率
(学校数)(学校が希望す
る２室)

特別な支援を要する児童
生徒に対する「個別の教
育支援計画」の作成率
（通級による指導、特別支援学級）

学校に行くのは楽し
いと思う

友達関係に満足して
いる

-



施策（４）学校における働き方改革の推進

KPI 現状値(H30) 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)

小：１ 人 小：０ 人

中：26 人 中：０ 人

小：０ 人 小：０ 人

中：26 人 中：０ 人

小：52 人 小：０ 人

中：100 人 中：０ 人

健康診断時における要精密
検査該当者の精密検査の受
診率（教職員）

93.3% 90.6% 100%

基本方針Ⅵ　スクール・コミュニティを拡充する

主要施策１０　学校・家庭・地域が一体となった学校づくり・地域づくり・人づくりの推進

施策（１）地域プロデューサー※の配置による、地域と学校の連携強化

KPI 現状値(R5) 指標値(R6) 指標値（R11）
地域プロデューサーの人
数 １人 １人 ３人

施策（２）家庭教育への支援

KPI 現状値(R1) 中間値(R4) 指標値(R6) 指標値(R11)
スクールソーシャルワー
カーの人数（再掲） １人 ２人 ３人 ４人

施策（３）青少年指導活動の推進

KPI 現状値(R1) 中間値(R4) 指標値(R6) 指標値(R11)

小６：98.2％ 小６：96.5％ 小６：97.0％ 小６：100％

中３：98.2％ 中３：97.0％ 中３：97.0％ 中３：100％

基本方針Ⅶ　郷土愛にあふれた人材を育成する

主要施策１１　郷土愛を育み、地域と協働する教育の推進

施策（１）ふるさと教育の推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）

小６：65.7％ 小６：55.0％ 小６：85％ 小６：90％

中３：47.6％ 中３：48.3％ 中３：70％ 中３：75％

複数月平均の超過勤務
時間が８０時間を超え
る教員数

いじめは、どんな理由が
あってもいけないことだ
と思う

半期における月平均の超
過勤務時間が８０時間を
超える教員数

地域や社会をよくする
ために何かしてみたい
と思う

－

年間における月平均の超
過勤務時間が４５時間を
超える教員数

－

※地域プロデューサー：
「酒田市地域コミュニティまちづくり協働指針」に基づき、各中学校区において、地域コミュニティ（コミュニティ振興会・
自治会）、行政、学校、企業など各種団体等の連携・協働を促し、持続可能な地域づくりを推進する専門職をいう。

（調査未実施）



基本方針Ⅷ　人生１００年時代を見据えた学びを推進する

主要施策１２　人生をマルチステージと捉えた生涯学習の推進

施策（１）生涯学習の推進

KPI 現状値 中間値(R5） 指標値(R6)(R11)
生涯学習活動を行ってい
る市民の割合 H30　65.5 ％ 58.6% 70%

地域の行事に参加した市
民の割合  H29　51.5 ％ 48.9% 60%

基本方針Ⅸ　スポーツによる健康な市民生活と魅力あるまちづくりを推進する

主要施策１３　「する」「みる」「ささえる」スポーツの推進

施策（１）誰もが楽しめる生涯スポーツの推進

KPI 現状値 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）※2

子ども（小学生）のス
ポーツ実施率 H30　78.3 ％ 47.9% 56% 60%

スポーツ行事への参加者
数 H28　36,180 人 21,961 人 37,700 人 38,000 人

施策（２）感動と活力に満ちた競技スポーツの推進

KPI 現状値 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)※

国民スポーツ大会への
出場種目数

H30　19種目 15種目 20種目以上

施策（３）スポーツによる賑わいとまちづくりの推進

KPI 現状値 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）
※

湊酒田つや姫ハーフマラソ
ン大会・みなと酒田トライ
アスロンおしんレース大会
における交流人口（市外・
県外）

H30　1,415 人 787 人 1,520 人 1,600 人

施策（４）安全安心なスポーツ活動のための環境整備

KPI 現状値 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）
※

スポーツ施設の延べ利用
者数 H29　758,144 人 587,741 人 764,600 人 770,000 人

※R11の指標値は酒田市スポーツ推進計画の数値目標

※R11の指標値は酒田市スポーツ推進計画の数値目標

※1　「成人の週１回以上のスポーツ実施率」の現状値は、指標値に含む「散歩、ウオーキング、階段昇降、健康体操やレクリ
エーションスポーツ（輪投げ、カローリングほか）など、目的意識をもって身体活動をするもの」を含んでいない数値
※2　R11の指標値は酒田市スポーツ推進計画の数値目標

※R11の指標値は酒田市スポーツ推進計画の数値目標

H29　 31 ％
※1 52.4% 50% 60%

成人の週１回以上の
スポーツ実施率



基本方針Ⅹ　市民の心を豊かにする「知」の拠点　図書館機能を拡充する

主要施策１４　図書館の持つ様々な機能の拡充

施策（１）図書館サービスの拡充

KPI 現状値（H30） 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)
人口一人当たりの入館回
数 3.3 回 5.7 回 増加させる

人口一人当たりの館外貸
出冊数 4.7 冊 4.4 冊 増加させる

施策（２）酒田市駅前交流拠点施設ミライニの利用推進

KPI 現状値（R1） 中間値（R4） 指標値（R6） 指標値（R11）
年間入館者数（ミライ
ニ） 数値なし 482,932人 40万人 増加させる

施策（３）子どもの読書活動の推進

KPI 現状値（R1） 中間値(R4) 指標値(R6)(R11)
子ども（15歳以下）一人当
たりの年間貸出冊数 12.6冊 13.7冊 増加させる

施策（４）学校における読書活動の推進

KPI 現状値(H30) 中間値（R4） 指標値(R6)(R11)

小：10.5 冊 小： 8.4 冊 小：12 冊

中： 0.9 冊 中： 0.6 冊 中：２ 冊

小：95 ％ 小：100 ％

中：95 ％ 中：100 ％

学校図書館に配置する
標準とされる蔵書冊数
の整備割合

－

学校図書室貸出冊数
（１人当たり月平均）



Ⅰ　 「 いのち」 の大切さ を 学ぶ教育を 推進する

１ ． 「 いのち」 の教育の推進

№ 事業名
予算額
（ 単位： 千円

  以下同じ ）

事 業 概 要 担当課

1 子ど も の命を守る 安全対策事業 2,698

◇「 防災教育」 等によ る 子ども の命を守る 教育の推進

・ 子ど も の命を守る 安全教育推進会議の開催

・ 児童生徒への防災教育及び安全教育等   ・ 地域学校安全指導員の配置

・ 教職員対象の防災教育研修会の開催    ・ 見守り 隊等への支援

・ 学校防災マニュ アルの改善・ 整備     ・ 安心安全メ ールの運用・ 管理

・ 電子版「 酒田防災ハンド ブッ ク 」 の更新  ・ 救命救急講習会の開催等

学校教育課

２ ． 他者に共感する 力と 規範意識の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

2 小中一貫教育推進事業 4,149

◇中学校区の実態に即し た小中一貫教育の推進

・ 演劇ワ ーク ショ ッ プによ る 児童生徒と 教員に向けた研修

・ 学習ソ フ ト CBTforSchoolの活用

・ 合同研修会の実施

・ 中学校区ごと の実践と 検証

◇将来の夢を育むためのキャ リ ア教育の推進

・ 学校提案型のキャ リ ア教育活動の実施

◇キャ リ ア教育の一環と し て中学生の職場体験学習や講話等を実施する

・ 中学２ 年生職場体験学習や講話等の実施

学校教育課

3 教育相談事業 19,591

◇児童生徒の心の問題に関り 、 生徒指導と 教育相談の充実を図る

・ 相談専門員を配置し 、 個別相談の実施

・ 適応指導教室を運営し 、 不登校児童生徒の支援を実施

・ ス ク ールカウ ンセラ ーを配置し 、 相談や面談を実施

・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーを配置し 、 児童生徒の家庭環境等の改善を支援

・ 家庭訪問相談員を派遣し 、 不登校児童生徒及び保護者を支援

・ 教育相談員を配置し 、 各課題の早期発見や早期対応に努める

・ 特別支援教育巡回相談員を派遣し 、 LD、 ADHD等発達面で支援が必要な児童生徒や保護

者、 学校への支援を実施

・ 教職員の教育相談に関する 理解を深める ため、 各種教育相談研修会を開催

・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修会を開催

・ 特別支援学級担当者会を開催

・ ペアレ ント ト レ ーニングの実施

・ 特別支援教育研修会の開催

学校教育課

Ⅱ　 豊かな心と 健やかな体を 育成する

３ ． 豊かな心の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

4 自然体験学習事業 3,747

◇県内唯一の離島である 飛島を利用し た「 飛島いき いき 体験ス ク ール」 や鳥海高原家族旅

行村を基点と し た「 自然体験学習」 を実施し 、 酒田の自然を体験する 。

・ 飛島いき いき 体験ス ク ール実行委員会を組織し 、 希望する 各学校の４ 年生又は５ 年生が

飛島なら ではの体験学習でき る よ う 支援

・ 自然体験学習実行委員会を組織し 、 希望する 各学校の児童が鳥海高原家族旅行村なら で

はの体験学習でき る よ う 支援

学校教育課

令和６ 年度当初予算　 主要事業等一覧



４ ． 健やかな体の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

5 ス ポーツ ・ 文化活動支援事業 8,488

◇小学校教員の指導力向上を図り 、 児童の体力・ 運動能力の向上を推進

・ 年２ 回全小学校が参加し 、 自校の体力向上に向けた取組についての推進会議を実施

・ 主に小学校中学年に陸上指導のサポータ ーを派遣

◇部活動指導員を配置し 、 教員の負担軽減及び部活動の質的向上を目指す

・ 中学校における 部活動の指導、 大会への引率等を行う

◇教員の負担軽減及び専門的指導によ る 合唱・ 合奏等の質的向上を目指す

・ 中学校合唱コ ンク ールに向けて外部指導者によ る 指導

・ 吹奏楽合同演奏会の実施

◇小学生観劇教室の実施

・ 「 こ こ ろの劇場」 （ 劇団四季） 開催の負担金を支援

◇中体連・ 中文連大会出場の支援

学校教育課

6

小学校給食事業

共同調理場管理運営事業

平田地区給食施設整備事業

中学校給食事業

462,319

12,972

210,228

452,925

◇安全安心な給食の提供及び食育事業を実施し 、 子ども たちが食に関する 正し い知識を身

につけ、 望ま し い食習慣を形成する こ と によ る 豊かな心と 健やかな体の育成

・ 学校給食の管理、 運営

・ 地元産食材の利用促進

・ 食育の日献立の実施（ 食育だよ り の発行） など特色ある 献立を提供

・ 酒田市学校給食共同調理場の老朽化に伴い、 南平田小学校に自校分の給食調理を行う 給

食室を整備

企画管理課

Ⅲ　 社会の変化を 先取り し 、 未来を つく る 力を 育成する

５ ． 確かな学力の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

7 教育活動充実事業 13,400

◇児童生徒の能力・ 学力を把握し 、 教師の授業改善や読書活動の充実を図る 取組を通し

て、 児童生徒の資質・ 能力の向上に資する 。

・ 「 標準学力検査・ 知能検査」 の実施と 分析

・ 「 楽し い学校生活を送る ためのアンケート 」 の実施と 分析

学校教育課

8 小中一貫教育推進事業（ 再掲） 4,149

◇中学校区の実態に即し た小中一貫教育の推進

・ 演劇ワ ーク ショ ッ プによ る 児童生徒と 教員に向けた研修

・ 学習ソ フ ト CBTforSchoolの活用

・ 合同研修会の実施

・ 中学校区ごと の実践と 検証

◇将来の夢を育むためのキャ リ ア教育の推進

・ 学校提案型のキャ リ ア教育活動の実施

◇キャ リ ア教育の一環と し て中学生の職場体験学習や講話等を実施する

・ 中学２ 年生職場体験学習や講話等の実施

学校教育課

9 子ど も 読書活動推進事業 2,011

◇子ど も が読書に親し む機会の提供と 環境づく り に取り 組むと 共に、 家庭での読書活動を

推進

・ ブッ ク ス タ ート 、 乳幼児及び児童と 保護者を対象と し た各種講座等の開催

・ 読み聞かせボラ ンティ ア講座（ ボラ ンティ ア養成） の開催

・ 学校図書館等連携研修会

・ 家読だよ り 、 中・ 高校生向け図書リ ス ト 配布等によ る 啓発活動

・ 読書手帳の活用

・ 学校巡回文庫

社会教育課

６ ． 変化を 先取り し 、 社会で自立でき る 力の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

10 外国語指導助手招致事業 8,431

◇国際理解教育の推進

・ 市内各小中学校への外国語指導助手の派遣

・ 英語教育コ ーディ ネータ ーの配置

学校教育課



11 教育DX推進事業 105,400

◇導入し たタ ブレ ッ ト 端末の管理、 運用

・ ｗ ｉ -ｆ ｉ 通信ネッ ト ワ ーク の保守やフィ ルタ リ ングソ フ ト ラ イ センス の更新

・ 学習支援ソ フト 「 ロ イ ロ ノ ート 」 「 MetaMoji classroom 」 「 ｅ ラ イ ブラ リ 」 の導入

・ 情報教育推進室を活用し た職員研修の実施

◇校務支援シス テムの整備を図り 、 安全かつ快適な学校Ｉ Ｃ Ｔ 環境を構築

・ 教職員ポータ ルサイ ト 、 保護者用ポータ ルサイ ト 、 校務支援シス テムを連携さ せた校務

DXを構築・ 推進し ていく こ と で、 教職員の負担軽減を図る 。

学校教育課

12 中村も のづく り 事業 2,002

◇産業技術短期大学庄内校、 山形県立酒田光陵高等学校、 鶴岡工業高等専門学校の先生を

講師に、 科学的な原理を応用し た「 科学・ 工学系も のづく り 」 の楽し さ を子ども 達に体験

さ せる こ と で科学的・ 技術的な資質の育成を図り 、 も のづく り に関する 教育を推進

・ も のづく り 実行委員会が子ど も 達の科学的・ 技術的な資質向上を図る 各種事業を開催

学校教育課

７ ． 勤労観・ 職業観の育成

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

13 小中一貫教育推進事業（ 再掲） 4,149

◇中学校区の実態に即し た小中一貫教育の推進

・ 演劇ワ ーク ショ ッ プによ る 児童生徒と 教員に向けた研修

・ 学習ソ フ ト CBTforSchoolの活用

・ 合同研修会の実施

・ 中学校区ごと の実践と 検証

◇将来の夢を育むためのキャ リ ア教育の推進

・ 学校提案型のキャ リ ア教育活動の実施

◇キャ リ ア教育の一環と し て中学生の職場体験学習や講話等を実施する

・ 中学２ 年生職場体験学習や講話等の実施

学校教育課

Ⅳ　 共生社会の実現に向けた教育を 推進する

８ ． 全ての児童生徒の可能性を引き 出す教育の充実

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

14 教育支援員配置事業 105,166

特別な支援を必要と する 児童生徒への対応については、 引き 続き 県内で最大規模と なる 50

名の教育支援員を各小中学校に配置し 、 一人ひと り のニーズに応じ た支援体制の充実に努

めま す。

学校教育課

15 日本語指導講師等派遣事業 942

◇日本語指導講師の派遣

・ 日本語でのコ ミ ュ ニケーショ ンが困難な児童生徒に対し 、 個別に日本語を指導する 。

◇長 期入院学習アド バイ ザーの派遣

・ 長 期療養が必要な児童生徒に対し 、 学習支援を行い、 退院後の教室復帰の不安を緩和す

る 。

学校教育課

Ⅴ　 安全・ 安心で快適な教育環境づく り を 推進する

９ ． 学校教育環境の整備推進

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

16 施設整備事業（ 小中学校） 89,087
◇市内小中学校の中規模的な施設・ 設備の修繕を計画的に更新・ 改修し 、 安全で快適な教

育環境を整備し 教育環境の向上を推進
企画管理課

17
学校施設長 寿命化事業（ 小中学

校）
36,025

◇老朽化し ている 学校の施設・ 設備の大規模な予防改修（ 20年、 60年） ・ 長 寿命化改修

（ 40年） によ り 施設を長 寿命化

・ 鳥海小学校屋内運動場改修工事（ 設計業務委託）

・ 鳥海八幡中学校屋内運動場改修工事（ 設計業務委託）

企画管理課

18
学校空調設備整備事業（ 小中学

校）
245,721

◇老朽化し た管理諸室のエアコ ン改修およ び未整備の特別教室へのエアコ ン整備

・ 琢成小、 若浜小、 富士見小、 第一中、 鳥海八幡中（ 工事）

・ 松陵小、 西荒瀬小、 南平田小、 第六中（ 設計業務委託）

企画管理課



19 平田地区給食施設整備事業 210,228
◇酒田市学校給食共同調理場の老朽化に伴い、 南平田小学校に自校分の給食調理を行う 給

食室を整備
企画管理課

20 学区再編推進事業 231

◇学校規模の適正化の推進

・ 学区改編審議会の開催

・ 適正規模・ 適正配置に課題のある 学区での意見交換会等の開催

企画管理課

21
学習バス ・ ス ク ールバス 整備事

業
45,321

◇マイ ク ロ バス 2台更新

・ 八幡小・ 鳥海八幡中【 青沢方面】 、 南平田小・ 東部中【 仁助新田方面】 を運行
学校教育課

Ⅵ　 ス ク ール・ コ ミ ュ ニティ を 拡充する

10． 学校・ 家庭・ 地域が一体と なった学校づく り ・ 地域づく り ・ 人づく り の推進

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

22 青少年指導センタ ー運営事業 2,145

◇小中学校や関係機関と の連携によ り 、 非行・ いじ めの未然防止を図る

・ 指導・ 相談業務

・ 環境浄化・ 広報活動の実施

・ 青少年の健全育成活動

・ 青少年健全育成機関・ 団体と の連携

学校教育課

23 生涯学習推進講座開催事業 2,440

◇学校・ 家庭・ 地域が一体になった学びの提供を図る 。

・ 親子ですく すく 出前講座

・ 地域家庭教育講座

・ 地域人材交流講座

社会教育課

Ⅷ　 人生100年時代を 見据えた学びを 推進する

12． 人生を マルチス テージと 捉えた生涯学習の推進

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

24 生涯学習推進講座開催事業 2,440

◇現代的課題の解決と 地域づく り の推進

・ 「 個人のニーズ」 と 「 社会の要請」 の学習機会をバラ ンス よ く 提供

・ 学んだ成果を地域に生かせる 学習機会の提供

・ 地域・ 家庭・ 学校・ 幼稚園・ 保育所等と 連携し た事業の推進

社会教育課

25 生涯学習施設管理運営事業 154,539

◇施設整備によ る 利用者の安全・ 利便性を確保し する 。

・ 総合文化センタ ー 屋上改修工事

・ 出羽遊心館 無線Ｌ Ａ Ｎ 構築業務委託

社会教育課

Ⅸ　 ス ポーツ によ る 健康な市民生活と 魅力ある ま ちづく り を 推進する

13． 「 する 」 「 みる 」 「 さ さ える 」 ス ポーツ の推進

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

26
子ど も のス ポーツチャ レ ンジ支

援事業
5,820

◇誰も が楽し める 生涯ス ポーツ の推進

・ 東北公益文科大学と 連携し 、 体育の授業時間を活用し て子ども 達の運動能力向上につな

がる鬼 ごっこ を実施

・ 自分に適し たス ポーツに出会い、 ス ポーツ・ 運動をする 子ども たちを増やすき っかけを

創出する ために、 ス ポーツ 能力測定会を実施

・ 地域で子ども たちがス ポーツ に取り 組む環境を整備する ため、 酒田市ス ポーツ 少年団本

部活動に対し 負担金を支出（ 各種大会、 各種研修会の開催等を実施）

ス ポーツ振興課

27 ト ッ プアス リ ート 育成支援事業 13,256

◇感動と 活力に満ちた競技ス ポーツ の推進

・ （ 公財） 酒田市ス ポーツ 協会の活動に対し て補助金を交付し 、 国民ス ポーツ大会や各種

全国大会等に出場可能なト ッ プアス リ ート の育成を支援

・ 山形県縦断駅伝競走大会や山形県女子駅伝競走大会の実行委員会等に対し 負担金ま たは

補助金を支出

・ 全国大会等上位大会へ出場する 市民へ激励金等を交付

・ 小中高・ 一般の一貫し た指導体制の確立と 指導者の資質向上を目的に研修会等を開催

ス ポーツ振興課



28 生涯ス ポーツ推進事業 9,177

◇誰も が楽し める 生涯ス ポーツ の推進及び感動と 活力に満ちた競技ス ポーツ の推進

・ 市民が参加し やすいス ポーツ イ ベント （ 市体育大会、 ラ ン＆ウ オーキングイ ベント ） を

開催

・ 地域のコ ーディ ネータ ーの役割を担う ス ポーツ推進委員の各種研修への参加を充実

ス ポーツ振興課

29 ス ポーツ ツーリ ズム推進事業 13,120

◇ス ポーツ によ る 賑わいと ま ちづく り の推進

・ ス ポーツ を通じ た交流人口の拡大を図る ため、 湊酒田つや姫ハーフマラ ソ ン大会実行委

員会に対し 負担金を支出

・ 湊酒田つや姫ハーフ マラ ソ ン大会をはじ めと し た、 市内で開催さ れる 競技大会等のス

ポーツ イ ベント をサポート する ス ポーツボラ ンティ ア人材を育成

・ 交流人口の拡大を目的と し た全国や東北大会等の大規模ス ポーツ イ ベント 開催へ補助金

を交付

ス ポーツ振興課

30
ス ポーツ によ る 地域コ ミ ュ ニ

ティ 活性化事業
500

◇ス ポーツ によ る 賑わいと ま ちづく り の推進

・ ニュ ース ポーツ の普及に加え、 市民が一堂に会し 家族やサーク ル仲間、 地域住民みんな

でス ポーツ を楽し むス ポーツフ ェ ス ティ バル（ 仮称） を実施

ス ポーツ振興課

31 体育施設整備事業 243,396

◇安全安心なス ポーツ 活動のための環境整備

 体育施設の修繕や競技用備品を整備する

・ 監視員室空調機改修修繕（ 光ケ丘プール）

・ 軒天飛散防止ネッ ト 設置修繕（ 南体育館）

・ バス ケッ ト ゴール更新修繕（ 親子ス ポーツ会館）

・ ス ケート リ ンク 撤去業務（ 市体育館）

・ 屋根及びキャ ッ ト ウ ォ ーク 防水改修工事（ 光ケ丘プール）

・ ト ラ ッ ク 改修工事（ 光ケ丘陸上競技場）

・ 陸上競技場円盤、 ハンマー投用防護フェ ンス の更新（ 光ケ丘陸上競技場）

・ 陸上競技用ハード ルの購入（ 光ケ丘陸上競技場）

ス ポーツ振興課

32 八幡体育館改築事業 517,139

◇安全安心なス ポーツ 活動のための環境整備

 旧耐震基準で建築さ れ、 耐震診断を実施し た結果、 耐震改修工事が必要と 判断さ れた八

幡体育館の改築工事を行う

・ 基本実施設計業務委託（ 継続費： 令和5年度～６ 年度 40,535千円）

・ 八幡体育館解体工事

・ 八幡体育館改築工事（ 継続費： 令和6年度～7年度 829,158千円）

※令和8年度 外構工事、 修道館解体工事

ス ポーツ振興課

33 体育施設照明設備改修事業 102,118

◇安全安心なス ポーツ 活動のための環境整備

 体育施設の老朽化し た照明設備について、 劣化状況を調査し ながら 順次計画的にＬ Ｅ Ｄ

化を進める 。

・ 光ケ丘テニス コ ート 照明設備改修工事（ Ｌ Ｅ Ｄ 器具への更新）

ス ポーツ振興課

34 光ケ丘野球場改修事業 40,467

◇安全安心なス ポーツ 活動のための環境整備

 野球場及び屋内練習場の施設の不具合に対応する ため工事と 設計業務を行う

・ 野球場及び屋内練習場人工芝化設計業務委託

・ 本部棟エアコ ン設置設計業務委託

・ 本部棟ス タ ンド 防水改修工事

ス ポーツ振興課

Ⅹ　 市民の心を 豊かにする 「 知」 の拠点　 図書館機能を 拡充する

14． 図書館の持つ様々な機能の拡充

№ 事業名 予算額 事業概要 担当課

35 ミ ラ イ ニ管理運営事業 307,580

◇指定管理者によ る 酒田駅前交流拠点施設ミ ラ イ ニ及び分館の運営

・ 対象施設の管理運営

・ 複合施設棟共用部の管理組合運営（ 共用部） への参画等

・ ミ ラ イ ニ運営評価審議会の開催

・ 指定管理者と の調整等

社会教育課



小中一貫教育推進事業 事業所管課：学校教育課

現状及び背景 R６当初予算額：4,149千円

事業内容

○小中一貫教育研修会や各小中学校区の合同研修会の実施。
○演劇ワークショップの実施（小中学校１校ずつ年2回の予定）。
○学習ソフトCBT for Schoolの活用。
○小中一貫教育推進負担金を新設し、使用用途の制限は設けず、各学校区の柔軟な
対応を可能とする。
・負担金の額は７中学校区合計で1,819千円

・本市で掲げる「酒田市小中一貫教育ビジョン」において、根の力指標調査などの結果を小・中学校で共有し、協働で分析し
ながら、課題やつけたい力、指標等を明確にしている。さらに、現状把握から明らかになった課題の解決に向けて、９年間
で育みたい子ども像を明確にし、学校・家庭・地域で共有した上で、目指す子ども像の実現にむけての方策を検討・改善し
ていくこととしている。

・学校間の教員の交流を推進するとともに、小学校・中学校それぞれの指導の良さを生かしながら、一貫性のある学習スタイ
ルを構築している。

・地域の特色ある資源・外部人材の活用や、一人一台端末等のICTの活用、異なる年齢交流を通した体験活動などにより、子ど
もの学び・かかわりの機会を広げている。

・令和５年度までは、キャリア教育の推進や職場体験学習、小中一貫教育研修会開催経費等、それぞれ目的別に予算化して取
り組んできた。

現在の理科教育研修室活動スペース

実施による効果

・中学校区単位での課題解決や目指す子ども像の実現にむけて、中学校区ごとに自主性、主体性を持つことで、
系統性・一貫性のある９年間の教育課程の実施が促進されていく。



演劇ワークショップによる非認知能力の向上【小中一貫教育推進事業：拡充】 事業所管課：学校教育課

背景・目的

事業内容

他自治体で実績のあるＮＰＯ法人ＰＡＶＬＩＣから講師を招へいし、本市小中学生を対象に演劇ワークショップを
開催。様子を撮影・編集し、教職員の研修教材として活用するとともに、動画配信等で市民への周知を図る。
令和６年度より中学校区を基本として実施を重ね、７年間で全ての中学校区で実施予定。

（ワークショップの主な内容）ジェスチャー（セリフのない無言劇）創作と発表
劇創作（台本の作成）
創作劇のブラッシュアップと発表

（対象校） 小学校１校、中学校１校 （実施回数）各校２回 合計４回

【令和５年度実践事例：酒田市立亀ケ崎小学校】（令和５年７月、１１月実施）
・酒田市立亀ケ崎小学校６学年児童は、ペアで互いの動きを真似ながら動いたり、少人数のグループでテーマにそって
寸劇を演じたりしながら、自分の思いを表現したり、クラスメートと対話したりした。

・課題解決のために、友達のやりたい思いを分かろうと寄り添ったり、自分たちの思いを叶えるためにアイデアを出し
合ったりする姿が見られた。１回目の学びを生かし、２回目のワークショップでは自由度の高い課題にも積極的に自分から取り組む姿が見られた。

・教職員からは、ワークショップを通して児童の変化がはっきりと見て取れたこと、ワークの間の講師の価値づけの言葉が自己有用感や自己肯定感に繋がることについ
て感想が寄せられた。

【「非認知能力」の重要性】
近年の研究や調査結果においても、子どもの生きる力を育むためには、数値に表しにくい自己肯定感、協働性、自制心等の「非認知能力」が重要で

あることが指摘され、文部科学省も「学びに向かう力、人間性」を学力の要素に加えた。第２期酒田市教育振興基本計画において目指す人間像として
示された、学びを生かし、自他を尊重し、ふるさとを担う人材を育てていくためには、他者との対話や協働を通して、様々な立場や意見の違いを乗り
越えてともに生きていく力を身につけることが不可欠である。

【演劇ワークショップのねらい】
演劇の活動を通して、市内の児童生徒の「自分の考えや思いを表現する力」「他者の考えや思いを理解する力」の育成と、実践的指導力を有する

教員の育成を目指すことを目的とする。

酒田市「まなびの樹」

R6予算額：1,656千円
R5予算額：518千円（補正後）



夏季スクールバスの運行(通学・校外学習等対策事業)【新規】 事業所管課：学校教育課

背景・目的

事業内容

令和６年度は、これまで冬季間だけスクールバスに

乗車する児童生徒を対象とした夏季限定のスクールバス
またはタクシーを運行する。

【対象者】本市の基準で冬季間だけスクールバスまたは
タクシーに乗車する児童生徒

【期間】 各学校が個別に設定する
夏休み前後の平日15日間

【対象校】新堀小、平田小、鳥海小、南平田小、
第一中、第三中、第四中、鳥海八幡中、東部中

・本市では、スクールバスの運行基準を、通年基準として小学校は概ね４㎞以上、中学校は概ね６㎞以上、冬季
基準として小学校、中学校とも概ね３㎞以上を対象とし、ただし、学校の統合等による特別な事情がある場合
において、通年で小学校が概ね３㎞、中学校が５㎞以上を対象、冬季は小学校概ね２㎞以上、中学校は概ね
３㎞以上を対象としている。（※市街地部分を除く）

・今夏の猛暑を受けて、児童生徒のより安全な登下校手段への配慮が必要となっている。



プログラミング学習ツール（QUREO）使用料（教育DX推進事業） 事業所管課：学校教育課

・これまで多くの人間が担ってきた多くの仕事が、人工知能やロボットに取って代わると言われており、
そのような時代を生き抜くためにも、誰もがプログラミングについて理解しておく必要がある。

・令和７年度からは大学入試共通テスト「情報」にて、プログラミングが出題されることが決定しており、
プログラミング学習の重要度が今後益々高まっていく。

・酒田光陵高校では、令和６年度から小中学生を対象としたプログラミング教室を実施予定。
・現在は各学校で個別にプログラミング学習に取り組んでおり、内容や対応にバラつきがある。
・多くの学校で使用されている無料ソフト（スクラッチ）は教育課程（カリキュラム）が無く、系統立てた
作りになっていない。

背景及び課題

事業内容

プログラミング学習ツール「QUREO」の利用できる内容（範囲）を拡充する。
【内容】 現在の２チャプター（無料）から、

拡充し全５６チャプター（情報系学科程度まで）利用可能とする。
【対象】 小学３年 627名分 ＋ 教職員分 各21校×１０アカウント 合計837件

R６当初予算額：1,100千円
（ QUREO使用料のみ）

整備による効果

・系統立てた体系的なカリキュラムが組まれたツールにより児童が学習を主体的に進めることができる。
・事前にプログラミングの基礎に触れておくことで、教科等でプログラミングを活用する際に、スムーズに学習活動を進めることができる。
・小学校段階からプログラミングを学ぶことで、さらに深い学びにつなげ、IT人材の育成につながる。



平田地区給食施設整備事業 事業所管課：企画管理課

背景・目的 R６当初予算額：210,228千円

事業内容

平田地区の小・中学校へ給食を提供する学校給食共同調
理場は、築50年を経過し施設の老朽化が進んでいます。
施設や設備が原因の事故を未然に防止し、安全・安心

な給食を継続的に提供するため、給食施設の計画的な更
新を進める必要があります。

活動スペース

南平田小学校校舎北側の敷地内に、自校分の給食調理
を行うための給食室を整備します。（令和５～６年度継
続費設定）なお、学校給食共同調理場は令和７年度中に
解体撤去工事を行います。

令和７年４月以降の平田地区小・中学校の給食提供について

・南平田小学校
共同調理場方式から自校調理方式へ移行し、調理業務を民間事業者へ委託して実施します。

・東部中学校
食材発注を含む給食業務（調理業務、配送業務）を民間事業者へ委託して実施します。

（市内中学校５校（ナンバースクール）と同様方式）



八幡体育館改築事業 事業所管課：スポーツ振興課

概 要 R６当初予算額：517,139千円

工事計画等

八幡体育館は旧耐震基準以前に建設された建物であり、
老朽化していることから、改築工事を行います。
各スポーツ団体、地元関係者との検討会の結果、酒田

市体育施設整備方針で示しているとおり、小中学校の地
区大会が開催可能な「準拠点体育館」として整備を行い
ます。

活動スペース

八幡体育館は耐震補強が必要なため、耐震補強設計を行いました。その結果、柱、ブレース（すじかい）の
補強に加え、梁の補強が必要であり、耐震補強等の改修費用と、解体を含めた改築費用がほぼ同額となること
から、比較検討の結果、改築工事として実施することになりました。

令和６年度 解体工事・建築工事

・八幡体育館の利用 → 令和６年５月３１日まで
・八幡体育館事務室 → 修道館に移転

令和７年度 建築工事
・八幡体育館は令和８年４月１日より利用可能となる
予定

令和８年度 外構工事

改築工事に至った経緯
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１．教育長及び委員

工 藤　亜 紀 子
く どう あ き こ

委員　神田　直弥 委員　工藤　亜紀子

職　　名

委      員

委      員

委      員

       教 育 委 員 会

委員　阿部　浩　 委員　鶴田　淑子教育長　赤坂　宜紀

教  育  長 赤
あか

  坂
さか

　 宜
よし

　紀
のり

氏　　名 当初就任年月日 現任期満了予定日

委      員

阿
あ

　部
べ

　 　　浩
ひろし

鶴
つる

　田
た

　 淑
よし

　子
こ

令和 6年 4月 1日

平成29年 4月 1日

令和 4年10月 1日

令和 5年 4月 1日

神
かん

　田
だ

　 直
なお

　弥
や

令和 5年 11月 29日

令和 9年 3月31日 

令和 7年11月28日 

令和 6年11月28日 

令和 9年 3月31日 

令和 9年 11月28日 



２．職員の配置状況
（令和６年４月１日現在・人）

区分

職名

15 8 8 9

5 11 1

校務担当 0 15 7

調理担当 3 6

20 19 8 10 3 21 7

※２　企画管理課に教育次長を含む。

３．令和６年度の教育費予算等
（１）教育費の財源内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

（２）一般会計歳出と教育費（決算額）の推移

令和５年度 5,794,916

令和４年度 60,054,347 5,250,434 8.7%

9.6%

令和元年度 55,131,337 5,447,768 9.9%

令和２年度 73,683,836

平成30年度 53,355,925 5,385,236 10.1%

平成28年度 53,584,833 4,649,827 8.7%

平成29年度 56,472,247 5,101,293 9.0%

55,153,798 3,652,083平成27年度 6.6%

8.7%

10.3%

※１　酒田市職員定数条例に基づき定数内とされる職員の配置状況。

11.5%

平成23年度

特  定  財  源

地方債

51,954,728 6,476,335

10.5%

平成26年度 49,550,921 4,287,810

43,251,271 5,845,627

51,310

6,106,427

5,140,998

一般会計

6,042,858

859,925小学校費

1,116,399教育総務費

76,681

保健体育費

120,900

0

1,533,435

1,344,926

平成19年度

36,600

教育費

平成22年度

割 合

5,135,985

平成21年度 52,406,131

363

　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

45,281,985

649,200

11.3%

13.5%

348,100

168,2045,445,802

844,924 27,209中学校費

合    計

60,229,665

1,154,800

537,450

一般財源

生涯学習費

484,348

3,301,696

44,682,814

40

17

22

9

225,296

248,729

159,365

その他

※３　指導主事、管理栄養士の職員は技術に含む。

303,574

9.8%

事務

技術

技能
労務職

平成25年度 55,233,430 5,708,534

項　別
令和６年度
当初予算 国県支出金

53,710,066

1,193,284

中学校小学校

821,102

88

529,233

6,156,119 13.8%

学校給食
共同調理場

年 度

計

12,641

160,068

27,644

合　　計企画管理課 学校教育課 社会教育課 スポーツ振興課

令和３年度 64,822,545 4,388,598 6.8%

平成20年度

平成24年度 49,034,095

12.5%

7,211,611

11.4%

平成17年度 25,533,106 2,565,171 10.0% ※平成17年11月～平成18年3月までの新市決算

平成18年度



（３）一般会計予算（歳出）の構成

令和6年度

一般会計　 56,250,000 100.00%

議会費 323,473 0.58%

総務費 10,744,849 19.10%

民生費 16,082,049 28.59%

衛生費 4,172,192 7.57%

労働費 98,318 0.17%

農林水産業費 2,731,513 5.07%

商工費 2,809,756 5.00%

土木費 5,125,224 9.11%

消防費 1,812,390 3.22%

教育費 5,445,802 9.68%

災害復旧費 1,500 0.00%

公債費 6,872,934 12.22%

予備費 30,000 0.05%

（４）教育費予算（歳出）の構成

令和6年度

教育費 5,445,802 100.00%

教育総務費 1,193,284 21.91%

小学校費 1,533,435 28.16%

中学校費 844,924 15.52%

生涯学習費 529,233 9.72%

保健体育費 1,344,926 24.70%

（５）教育関係基金状況
（単位：千円）

名　　称
４年度末
現在高

５年度末
現在高

教育振興基金 39,899 35,079

白崎資金調整基金 15,569 0

茜谷義務教育基金 7,054 3,094

中村ものづくり基金 14,587 13,080

芸術文化振興基金 9,160 9,160

茂木マラソン基金 1,000 1,000

(単位：千円）

(単位：千円）

目　　　　　的

白崎重弥氏の遺志に基づき、教育振興の資金に充てる。

小林信太郎氏、小林てつ氏、石原孝吉氏及び京野彰氏の
遺志に基づく寄附金等をもって、教育振興及び文化芸術
の資金に充てる。

茂木善作氏の遺志に基づく寄附金をもって、マラソン選
手養成のための資金に充てる。

茜谷五市郎氏の寄附金をもって、小中学校の図書購入の
資金に充てる。

中村恒也氏の寄附金をもって、ものづくり振興の資金に
充てる。

※小林教育振興基金、石原教育振興基金、義務教育奨学基金、京野教育振興基金、阿部次郎文化
賞基金及び庄内文化賞基金は令和元年度に、奨学基金（現金のみ）は令和２年度に教育振興基金
に統合。（奨学基金の貸付金は一般会計に承継）

芸術文化の振興のための資金に充てる。

議会費, 
0.58%

総務費, 
19.10%

民生費, 
28.59%

衛生費, 
7.57%

労働費, 
0.17%

農林水産業

費, 5.07%

商工費, 
5.00%

土木費, 
9.11%

消防費, 
3.22%

教育費, 
9.68%

災害復旧費, 
0.00%

公債費, 
12.22%

予備費, 
0.05%

教育総務費, 
21.91%

小学校費, 
28.16%

中学校費, 
15.52%

生涯学習費, 
9.72%

保健体育費, 
24.70%



４．教育施設一覧表 （学校教育施設）

（１）所在地 ・ 学級数等

　《小 学 校》 （令和６年５月１日現在・人）

酒田市立琢成小学校 栄町10-8 22-9731 9 159 18

酒田市立浜田小学校 浜田一丁目5-46 22-9535 9 171 19

酒田市立若浜小学校 若浜町1-1 23-4138 15 346 20

酒田市立富士見小学校 富士見町二丁目10-1 24-6791 15 306 21

酒田市立亀ケ崎小学校 亀ヶ崎二丁目3-55 22-0455 22 457 33

酒田市立松原小学校 亀ヶ崎五丁目8-25 23-8080 21 448 32

酒田市立松陵小学校 住吉町9-36 33-0627 13 220 18

酒田市立泉小学校 東泉町四丁目4-1 26-3206 15 286 24

酒田市立飛島小学校 飛島字中村甲283 96-3009 0 0 0

酒田市立西荒瀬小学校 宮海字新林660 34-2004 7 116 12

酒田市立新堀小学校 木川字アラコウヤ32 93-2002 5 56 9

酒田市立広野小学校 広野字中通53 92-3003 5 60 8

酒田市立浜中小学校 浜中字上村370-2 92-2011 7 59 16

酒田市立黒森小学校 黒森字一の木450 92-2019 5 35 9

酒田市立十坂小学校 坂野辺新田字地続山987-1 31-0057 8 163 12

酒田市立宮野浦小学校 宮野浦一丁目11-1 31-2287 15 303 27

酒田市立平田小学校 荻島字面桜8 22-3014 8 129 13

酒田市立鳥海小学校 本楯字前田94-1 28-2713 7 134 11

酒田市立一條小学校 寺田字沖1-1 64-2031 6 55 11

酒田市立八幡小学校 観音寺字古楯1-1 64-3737 7 106 13

酒田市立松山小学校 山寺字見初沢157-1 62-2233 8 95 13

酒田市立南平田小学校 飛鳥字腰巻99 52-2009 10 210 17

217 3,914 356

　《中 学 校》 （令和６年５月１日現在・人）

酒田市立第一中学校 住吉町10-70 33-1122 14 305 26

酒田市立第二中学校 新橋四丁目19-3 22-1359 13 289 24

酒田市立第三中学校 松原南13-1 22-1029 18 472 36

酒田市立第四中学校 錦町一丁目32-1 31-0911 18 395 36

酒田市立第六中学校 下安町13-1 22-0666 15 342 28

酒田市立飛島中学校 飛島字中村甲283 96-3009 0 0 0

酒田市立鳥海八幡中学校 小泉字前田91-1 64-2063 9 186 18

酒田市立東部中学校 飛鳥字堂之後30 52-2042 10 188 20

97 2,177 188

※特別支援学級の学級数、児童・生徒数を含む。

※教員数には兼務者を含まない。

児童数 教員数

学  校  名 所  在  地 電　話 学級数 生徒数 教員数

中学校計８校

小学校計22校

学  校  名 所  在  地 電　話 学級数



（２）面積 ・ 教室数等

　《小 学 校》  （令和６年５月１日現在）

プール

建物敷地 グラウンド 校　舎 屋内運動場 普通教室 特別教室 保有状況

酒田市立琢成小学校 7,753 13,015 4,436 1,187 9 10 有

酒田市立浜田小学校 13,497 10,400 5,809 1,532 9 12 有

酒田市立若浜小学校 10,545 11,805 3,539 1,479 15 6 有

酒田市立富士見小学校 11,549 11,855 4,932 1,085 15 7 有

酒田市立亀ケ崎小学校 11,018 12,872 5,860 1,613 22 9 有

酒田市立松原小学校 9,370 15,135 6,340 1,273 21 10 有

酒田市立松陵小学校 11,878 11,151 4,162 1,458 13 8 有

酒田市立泉小学校 10,898 13,092 4,884 1,131 15 7 有

酒田市立飛島小学校 783 1,402 754 134 0 0 無

酒田市立西荒瀬小学校 8,339 12,984 3,365 1,146 7 5 有

酒田市立新堀小学校 11,958 9,945 2,652 1,189 5 8 有

酒田市立広野小学校 7,883 6,269 2,100 996 5 6 有

酒田市立浜中小学校 13,414 11,007 2,578 1,036 7 6 有

酒田市立黒森小学校 6,343 9,534 2,305 1,051 5 6 有

酒田市立十坂小学校 14,232 10,828 3,751 1,105 8 9 有

酒田市立宮野浦小学校 6,749 8,347 5,495 1,108 15 11 有

酒田市立平田小学校 9,744 13,500 3,260 1,504 8 7 有

酒田市立鳥海小学校 12,037 21,573 3,404 1,140 7 7 有

酒田市立一條小学校 6,049 8,610 2,090 944 6 3 有

酒田市立八幡小学校 11,636 10,695 4,159 1,312 7 6 有

酒田市立松山小学校 6,614 7,548 3,488 1,160 8 6 有

酒田市立南平田小学校 15,853 14,730 4,009 1,570 10 6 有

小学校計22校 218,142 246,297 83,372 26,153 217 155

　《中 学 校》  （令和６年５月１日現在）

プール

建物敷地 グラウンド 校　舎 屋内運動場 普通教室 特別教室 保有状況

酒田市立第一中学校 10,472 14,574 5,318 1,945 14 10 無

酒田市立第二中学校 8,980 14,145 5,401 1,556 13 13 無

酒田市立第三中学校 11,200 12,218 6,586 1,687 18 14 無

酒田市立第四中学校 13,435 14,649 7,337 2,078 17 17 無

酒田市立第六中学校 9,737 19,180 5,333 1,283 15 13 無

酒田市立飛島中学校 1,784 9,065 754 608 0 0 無

酒田市立鳥海八幡中学校 6,548 21,594 3,526 1,648 9 10 無

酒田市立東部中学校 13,487 23,976 4,083 1,838 10 11 無

中学校計８校 75,643 129,401 38,338 12,643 96 88

敷　地　面　積（㎡）  建　物　面　積（㎡） 保 有 教 室 数

学  校  名
敷　地　面　積（㎡）  建　物　面　積（㎡） 保 有 教 室 数

学  校  名



５．教育施設一覧表（その他の学校施設）

《特別支援学校》

《高等学校》

《大学・専修学校》

６．高等学校卒業後の状況

（令和５年３月卒業者数）

学  校  名 所  在  地 電　話

34-2019

その他

飯森山三丁目5-1

酒田南高等学校 浜田一丁目3-47

県立酒田西高等学校
東泉町五丁目9-5

卒業者総数 大学等進学 専修学校進学者 就職

％

県立酒田光陵高等学校 北千日堂前字松境7-3

26-1670

人数 ％

酒田市 767 100 352 45.9 163

人数 ％

48.8

人数％ 人数 ％ 人数

4.3

21.3 238 31.0 14 1.8

4.9

学  校  名 所  在  地

東北公益文科大学

全国 990,230 100 588,919 59.5 203,077 15.1 48,899

1,947 22.2 2,158 24.6 380

市立酒田看護専門学校 中町三丁目7-16

和順館高等学校 南千日町4-50

20.5 149,335

山形県 8,767 100 4,282

学  校  名 所  在  地 電　話

北新町一丁目1-57

通信制

酒田調理師専門学校 幸町二丁目10-12 22-0397

24-2260 1

定時制

28-8833

全日制

21-2311

24-2900

県立酒田特別支援学校 宮海字新林307

22-0254 全日制

県立酒田東高等学校 亀ケ崎一丁目3-60

全日制

22-0456 全日制

全・定別

2

電　話 学　科

41-1111 1



（各年度５月１日現在・人）

男 女 計 男 女 計

平成17年度 3,546 3,272 6,818 1,796 1,748 3,544

平成18年度 3,365 3,215 6,580 1,829 1,721 3,550

平成19年度 3,254 3,140 6,394 1,809 1,696 3,505

平成20年度 3,184 3,122 6,306 1,778 1,662 3,440

平成21年度 3,108 3,070 6,178 1,733 1,625 3,358

平成22年度 3,011 3,014 6,025 1,693 1,576 3,269

平成23年度 2,892 2,932 5,824 1,711 1,549 3,260

平成24年度 2,818 2,846 5,664 1,588 1,555 3,143

平成25年度 2,704 2,753 5,457 1,518 1,526 3,044

平成26年度 2,626 2,647 5,273 1,417 1,539 2,956

平成27年度 2,540 2,585 5,125 1,457 1,468 2,925

平成28年度 2,454 2,499 4,953 1,440 1,448 2,888

平成29年度 2,390 2,427 4,817 1,416 1,358 2,774

平成30年度 2,336 2,333 4,669 1,300 1,335 2,635

令和元年度 2,315 2,230 4,545 1,224 1,262 2,486

令和２年度 2,251 2,149 4,400 1,185 1,240 2,425

令和３年度 2,179 2,087 4,266 1,210 1,206 2,416

令和４年度 2,109 2,015 4,124 1,210 1,188 2,398

令和５年度 2,032 1,961 3,993 1,183 1,139 2,322

令和６年度 2,012 1,902 3,914 1,104 1,073 2,177

※平成17年度は旧１市３町の合計

（各年度５月１日現在・人）

男 女 計 男 女 計

平成17年度 176 267 443 143 103 246

平成18年度 172 258 430 137 106 243

平成19年度 172 250 422 140 103 243

平成20年度 171 257 428 139 102 241

平成21年度 174 266 440 142 108 250

平成22年度 180 262 442 137 106 243

平成23年度 181 243 424 134 108 242

平成24年度 180 243 423 127 103 230

平成25年度 176 230 406 124 99 223

平成26年度 167 220 387 122 91 213

平成27年度 169 220 389 121 94 215

平成28年度 160 218 378 116 97 213

平成29年度 151 216 367 115 93 208

平成30年度 147 217 364 109 92 201

令和元年度 143 208 351 106 98 204

令和２年度 141 205 346 105 93 198

令和３年度 136 205 341 105 96 201

令和４年度 126 205 331 98 97 195

令和５年度 121 218 339 101 94 195

令和６年度 128 228 356 97 91 188

※教員数は、兼務者を含まない。

※平成17年度は旧１市３町の合計

備　考

（２）教員数の推移

備　考

（１）児童・生徒数の推移

小　　学　　校

中　　学　　校小　　学　　校

７．児童・生徒数等の推移

中　　学　　校



(３）児童・生徒の動き

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数
1 琢 成 小 156 6 162 6 147 6 139 6 133 6 123 6 118 6
2 浜 田 小 165 7 156 7 150 6 149 6 165 7 158 7 149 7
3 若 浜 小 337 12 320 12 321 12 315 12 312 12 320 12 306 12
4 富士見小 296 12 280 11 283 11 260 10 243 9 251 9 231 8
5 亀ケ崎小 448 18 430 17 405 16 392 15 377 15 352 14 339 13
6 松 原 小 436 17 435 17 433 17 416 16 402 16 389 15 375 14
7 松 陵 小 210 10 190 9 183 8 194 8 182 7 181 7 163 6
8 泉 小 281 12 269 12 260 12 246 11 245 11 244 11 232 10
9 飛 島 小 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 西荒瀬小 114 6 108 6 95 6 86 6 75 6 66 5 57 5
11 新 堀 小 56 5 44 4 48 5 48 4 46 4 46 5 42 4
12 広 野 小 60 5 59 5 56 5 54 5 54 6 54 6 47 5
13 浜 中 小 57 5 56 5 54 5 51 4 57 5 52 5 42 4
14 黒 森 小 33 3 29 3 27 3 23 3 17 3 19 3 18 3
15 十 坂 小 159 6 154 6 147 6 129 6 126 6 125 6 124 6
16 宮野浦小 299 12 277 12 264 11 258 11 229 10 202 10 182 9
17 平 田 小 127 6 126 6 121 6 117 6 102 6 94 6 80 6
18 鳥 海 小 133 6 122 6 124 6 116 6 99 6 86 6 76 6
19 一 條 小 54 5 62 6 59 6 55 6 50 5 41 5 37 4
20 八 幡 小 105 6 98 6 78 6 70 6 73 6 60 6 52 6
21 松 山 小 93 6 92 6 98 6 87 6 72 6 65 5 60 5
22 南平田小 204 8 198 8 195 8 188 8 177 7 159 6 152 6

3,823 173 3,667 170 3,548 167 3,393 161 3,236 159 3,087 155 2,882 145
1 第 一 中 294 10 292 10 311 11 302 11 308 11 281 10 283 10
2 第 二 中 283 10 293 11 289 11 291 11 286 10 264 9 273 9
3 第 三 中 466 16 451 15 431 14 466 15 458 15 459 15 445 15
4 第 四 中 383 13 379 12 371 12 366 12 342 12 334 12 315 11
5 第 六 中 334 12 325 12 316 12 317 12 314 12 298 11 293 11
6 飛 島 中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 鳥海八幡中 181 7 168 7 156 6 156 6 156 6 149 6 139 5
8 東 部 中 184 7 156 6 148 6 143 6 155 6 172 6 162 6

2,125 75 2,064 73 2,022 72 2,041 73 2,019 72 1,957 69 1,910 67

（４）小中学校別　児童・生徒数、学級数の推計
（教育人口統計を基に作成。網掛けは複式学級）

・令和6年度は学級編制表（令和6年5月1日）による。
・令和7年度以降は、6年度学級編制の数字に住民基本台帳（令和6年3月31日現在）の人数を加味して推計。
・令和7年度以降の特別支援学級の児童生徒数は予測できないため、追加計上していない。

通常学級計

令和10年度 令和11年度 令和12年度

通常学級計

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

6,818 

6,580 

6,394 

6,306 

6,178 

6,025 

5,824 

5,664

5,457

5,273

5,125

4,953

4,817

4,669

4,545

4,400

4,266

4,124

3,993

3,914 

3,544 

3,550 

3,505 

3,440 

3,358 

3,269 

3,260 

3,143

3,044

2,956

2,925

2,888

2,774

2,635

2,486

2,425

2,416

2,398

2,322

2,177 

0
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2,000
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4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
児童・生徒数 単位：人 児童・生徒数の動き

小学校
中学校



 

 

８．特別支援教育 

（１）就学支援 

    

             

       障がいのある就学予定者についての情報提供 

 

⑦    特別支援学級入級希望要請               

第    ①入級勧誘者調査           教 

二    ②報告               育 

次    ⑤連絡               相 

 勧    ○ア就学時健康診断          談 

 誘               

 ○エ  

 勧    特別支援学級入級希望 

誘     ⑥入級第一次勧誘 

     

承諾  ⑧○オ就学措置の決定 

 

 
（２）就学状況 

《小学校》        （令和６年４月１日現在） 

 在 籍 数（人） 
在籍数 

知的 情緒 肢体 病弱 聴覚 

琢 成 １ １  １  ３ 

浜 田 ３ ３    ６ 

若 浜 ８ １    ９ 

富 士 見 ７ ３    １０ 

亀 ケ 崎 ４ ２ １ ２  ９ 

松 原 ３ ８  １  １２ 

松 陵 ４ ３  ３  １０ 

泉 ２ ２   １ ５ 

西 荒 瀬 ２     ２ 

新 堀      ０ 

広 野      ０ 

浜 中 １ １    ２ 

黒 森  １ １   ２ 

十 坂 ２ ３    ５ 

宮 野 浦 ２ １  １  ４ 

平 田 １ １    ２ 

鳥 海  １    １ 

一 條 １     １ 

八 幡 １     １ 

松 山 １ １    ２ 

南 平 田 ４ ２    ６ 

合 計 ４７ ３４ ２ ８ １ ９２ 

 

 

 

 

 

           ③○イ       ④○ウ  

           諮問      答申 

         

 

医学、教育学、心理学などの観点から総合的に判断 

 

 

 

《中学校》        （令和６年４月１日現在） 

 在 籍 数（人） 
在籍数 

知的 情緒 肢体 病弱 聴覚 弱視 

第 一 中 ３ ７   １  １１ 

第 二 中 ２ ２ ２    ６ 

第 三 中  ４  ２   ６ 

第 四 中 ３ ７  １ １  １２ 

１１ 第 六 中 ６ １  １   ８ 

 鳥 海 八 幡 ２ ３     ５ 

東 部 １ ２   １  ４ 

合 計 １７ ２６ ２ ４ ３ ０ ５２ 

 

 

（３）通級指導教室  

（令和６年４月１日現在） 

教 室 名 通級児童数（人） 

ことばの教室【浜田小】 ４９ 

スマイル教室【宮野浦小】 １６ 

 

発達支援係 

市 教 委 

市 就 学 支 援 委 員 会 

学   校 

保 護 者 

①～⑧：小中学校在籍児童生徒の場合 

○ア～○オ：小学校就学予定者の場合 

就学猶予・免除、各特別支援学校、各特別支援学級 

障がいのある児童生徒に適切な教育を行うため、専門家の意見を聴き総合的に判断し就学先を決定する。 



９．小中学生の体位

令和５年度

性別 校種別 学年 酒田市 山形県 全国 酒田市 山形県 全国

1 117.7 116.9 117.0 22.5 22.0 21.8

2 123.8 123.7 122.9 25.5 25.4 24.6

3 129.2 128.6 128.5 29.1 29.0 28.0

4 134.7 134.8 133.9 32.7 33.1 31.5

5 141.3 140.7 139.7 37.3 37.1 35.7

6 147.6 146.5 146.1 41.5 41.4 40.0

1 155.4 155.1 154.0 46.8 46.8 45.7

2 162.8 161.7 160.9 52.6 52.2 50.6

3 166.6 166.5 165.8 56.1 56.8 55.0

1 116.3 116.4 116.0 21.6 21.8 21.3

2 122.3 122.5 122.0 24.6 24.6 24.0

3 129.0 128.7 128.1 28.0 27.7 27.3

4 135.8 134.7 134.5 32.2 31.5 31.1

5 142.7 142.1 141.4 36.9 36.7 35.5

6 149.9 148.9 147.9 42.9 42.0 40.5

1 152.9 152.6 152.2 45.4 45.7 44.5

2 155.7 155.5 154.9 48.6 48.6 47.7

3 156.6 157.0 156.5 50.9 51.1 49.9

女子

小学校

中学校

小学校

身　　長　（cm） 体　　重　（kg）

中学校

男子



１０．社会教育施設・スポーツ施設の利用状況

（１）生涯学習施設等の利用状況
（令和５年度）

利用者数（人）

1 中央公民館 107,897

2 公益研修センター 64,824

3 出羽遊心館 7,758

4 ひらた生涯学習センター 3,620

5 ひらた農村コミュニティカレッジ 10,804

6 松山城址館 4,207

7 清亀園 680

8 眺海の森天体観測館 0

199,790

（２）スポーツ施設の利用状況 （令和５年度）

1 国体記念体育館

2 親子スポーツ会館

3 武道館

4 相撲場

5 亀ケ崎記念会館

6 市体育館

7 スワンスケートリンク

8 勤労者体育センター

9 南体育館

10 鳥海地区体育館

11 八幡体育館

12 修道館

13 松山体育館

14 平田Ｂ＆Ｇ体育館

15 平田体育館

16 光ケ丘陸上競技場

17 光ケ丘野球場

18 屋内練習場

19 光ケ丘球技場

20 光ケ丘多目的グラウンド

21 飯森山多目的グラウンド

19,237

8,626

1,321

施設名

施　設　名 利用者数（人)

0

35,240

39,842

35

15,066

10,483

18,196

合　　計

7,393

47,445

2,212

14,501

21,158

3,530

24,292

758

7,918

13,613

5,976

35

34

22

光ケ丘プール

施　設　名

118,291

利用者数（人)

八森野球場

八森サッカー場

八森パークゴルフ場

八森グラウンドゴルフ場

八森ゴルフ練習場

八森キャンプ場

外山キャンプ場

松山多目的運動広場

松山スキー場

松山人工ゲレンデ

平田スキー場

23

南遊佐グラウンドゴルフ場 3,143

26

25

24

眺海の森テニスコート

眺海の森グラウンド

9,395

220

1

0

192

5,663

40

17

1,507

平田Ｂ＆Ｇプール

平田Ｂ＆Ｇヨットカヌー場

国体記念テニスコート

光ケ丘テニスコート

八森テニスコート

884

3,136

1,077

合　　　計

1,454

527,257

42

41

39

38

37

36

33

32

31

30

29

28

27

287

30,840

2,913

960

26,525

20,245

高畑グラウンドゴルフ場 3,665



《令和５年度 館別利用状況》

総数 1日平均 総数 1日平均 総数 1日平均

中央図書館 329 496,573 1,509 131,487 400 385,553 1,172
ひらた図書センター 346 48,221 139 17,348 50 56,122 162

八幡分館 347 18,746 54 6,168 18 17,210 50

松山分館 347 568 2 1,068 3

《年度別利用状況》

延べ １日平均 延べ １日平均 延べ １日平均

平成30 342 289,191 846 127,923 374 478,274 1,398

令和元 324 273,983 846 122,349 378 462,045 1,426

令和２ 293 216,027 739 125,473 429 385,446 1,318

令和３ 303 214,997 715 113,856 376 378,035 1,249

令和４ 333 549,580 1,650 141,711 426 428,983 1,288

令和５ 342 563,540 1,703 155,571 469 459,953 1,387
※中央図書館・児童図書室・ひらた図書センター・八幡分館・松山分館の合計による

※令和4年度からは中央図書館・ひらた図書センター・八幡分館・松山分館の合計による

１１．市立図書館　蔵書

中央図書館 ひらた図書センター 八幡分館 松山分館 全館合計

0. 総　記 12,952 1,257 436 162 14,807

1. 哲　学 8,639 1,900 563 66 11,168

2. 歴　史 21,341 3,288 1,368 161 26,158

3. 社　会 34,553 4,746 1,389 165 40,853

4. 自　然 20,237 4,651 1,675 143 26,706

5. 技　術 20,108 6,102 1,919 358 28,487

6. 産　業 9,915 1,795 699 113 12,522

7. 芸　術 24,904 4,570 1,273 108 30,855

8. 言　語 9,002 871 379 24 10,276

9. 文　学 78,161 19,505 8,176 2,159 108,001

紙芝居 1,295 603 191 0 2,089

絵本 19,439 8,171 3,117 1,104 31,831

雑誌 7,972 1,303 252 0 9,527

新聞 3,780 0 0 0 3,780

視聴覚資料 1,454 389 3 0 1,846

点字資料 38 0 0 0 38

計 273,790 59,151 21,440 4,563 358,944

（令和6年3月31日現在　単位：冊）

（４）市立図書館利用状況

貸出冊数（冊）

年度
開館日数

(全館平均)

入館者数（人） 貸出人数（人） 貸出冊数（冊）

館名 開館日数
入館者数（人） 貸出人数（人）

 



年　号 年　号

（西暦） （西暦）

平成17年 11 酒田市・八幡町・松山町・平田町 平成24年 ３ 酒田中央高等学校閉校

（2005） １市３町合併　 （2012） ３ 県立酒田北高等学校、酒田商業高

新「酒田市」として新たな船出 等学校、酒田工業高等学校閉校

広野公民館、文部科学大臣表彰 ３ 旧鳥海中学校校舎を改築し、鳥海

受賞 小学校が移転

平成18年 ３ 酒田市公益研修センター多目的 ３ 松原小学校校舎・屋内運動場改築

（2006） ホール完成 ３ 第二中学校校舎・屋内運動場改築

４ 東陽小学校と南平田小学校が統合 ４ 第二中学校と平田中学校が統合し、

し、新「南平田小学校」スタート 新「第二中学校」がスタート

５ 市民憲章・市の木・花・鳥決定 ４ 県立酒田光陵高等学校開校

６ 市光ヶ丘プール（屋外プール） 平成25年 ４ 東平田小学校、中平田小学校、北

完成 （2013） 平田小学校が統合し、旧平田中学

９ 内郷小学校校舎改築 校を改築し、「平田小学校」が

平成19年 ４ 松原小学校において学校給食の スタート

（2007） 民間委託の実施 平成26年 ３ 亀城小学校校舎改築

11 西荒瀬公民館、文部科学大臣表彰 （2014） ３ 飛鳥中学校校舎増築・屋内運動場

受賞 改築

12 中央図書館とひらた図書センタ ４ 亀城小学校と港南小学校が統合し、

ーとの統合システム稼動 「亀ケ崎小学校」がスタート

平成21年 ４ 八幡小学校、大沢小学校、日向小 （旧県立酒田商業高校へ仮移転）

（2009） 学校が統合し、新「八幡小学校」 ４ 松山中学校と飛鳥中学校が統合し、

がスタート 「東部中学校」がスタート

４ 飛島小学校再開（児童２名） 平成27年 １ 松山城址館完成

４ 地区公民館廃止 （2015） ４ 新「教育委員会」体制に移行

平成22年 １ 八幡タウンセンターに八幡総合支 ６ 酒田市教育振興基本計画後期計画

（2010） 所、市立図書館八幡分館および観 策定

音寺コミュニティセンターが移転 平成28年 ４ 機構改革により、文化（文化財保

４ 鳥海中学校と八幡中学校が統合し （2016） 護除く）、スポーツ（学校体育除

旧八幡中学校校舎で「鳥海八幡 く）部門が市長部局から教育委員

中学校」がスタート 会に移管される

４ 機構改革により、文化（文化財保 10 飛島小学校休校（10/1～）

護除く）、スポーツ（学校体育除

く）部門が市長部局に移管される 平成29年 ４ 鳥海小学校に南遊佐小学校が統合

４ 酒田市教育振興基本計画策定 （2017） ４ 地見興屋小学校、松山小学校、内

平成23年 ３ 第一中学校校舎改築 郷小学校が統合し、新「松山小学

（2011） ４ 第一中学校と第五中学校が統合し、 校」がスタート（旧内郷小校舎を

新「第一中学校」がスタート 使用）

４ 飛島中学校再開（生徒１名） 5 旧松山小学校改築・改修工事開始

４ 県立酒田特別支援学校が開校

１２．酒田市教育のあゆみ

月 で　 き 　ご 　と 月 で　 き 　ご 　と



年　号

（西暦）

平成30年 ４ 私立天真学園高等学校と酒田南高

（2018） 等学校が統合し、「酒田南高等学

校」がスタート

平成31年 ３ 飛島中学校休校

（2019） 7 旧松山小学校の改築・改修工事完

令和元年 了

（2019） ８ 新松山小が山寺地区に移転

令和２年 ３ 小中学校全校普通教室にエアコン

（2020） 設置

第2期酒田市教育振興基本計画策定

令和２年 11 酒田駅前交流拠点施設ミライニ

（2020） 一部機能供用開始

令和３年 ３ 山居倉庫が国指定史跡に指定

（2021） ４ ＧＩＧＡスクール　端末による教

育スタート

令和４年 ４ 南平田小学校に田沢小学校が統合

（2022）

令和５年 ４ 機構改革により、文化・文化財の保護

（2023） 部門が教育委員会から市長部局に移管

される

令和６年 1 第2期酒田市教育振興基本計画後期

（2024） 計画策定

月 で　 き 　ご 　と



平成17.11.1 18.4.1 21.4.1 25.4.1 28.4.1 29.4.1 令和4.4.1

　　 　　

　

　

南平田小学校

（１） 小 学 校 

南平田小学校

再開

八幡小学校

琢成小学校

浜田小学校

若浜小学校

泉小学校

飛島小学校

西荒瀬小学校

新堀小学校

鳥海小学校

（休校）

広野小学校

日向小学校

浜中小学校

黒森小学校

十坂小学校

東平田小学校

地見興屋小学校

中平田小学校

北平田小学校

鳥海小学校

一條小学校

松山小学校

（休校）

南平田小学校

松山小学校

内郷小学校

東陽小学校

田沢小学校

八幡小学校

大沢小学校

南遊佐小学校

１３．酒田市立小中学校の移り変わり （平成17年11月1日～）

松原小学校

平田小学校

26.4.1

亀ケ崎小学校

宮野浦小学校

富士見小学校

亀城小学校

松陵小学校

港南小学校



平成17.11.1 22.4.1 23.4.1 24.4.1 25.4.1 26.4.1 31.4.1

鳥海八幡中学校

第一中学校

第二中学校

第三中学校

第四中学校

八幡中学校

第二中学校

第五中学校

（休　校）

第一中学校

（２） 中 学 校 

再開

松山中学校

飛鳥中学校

第六中学校

平田中学校

鳥海中学校

（休　校）

東部中学校

飛島中学校


